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　　　　　　　　◆学識者：河川工学、景観、水環境、環境

　　　　　　 　 ◆地元代表者:宮崎内水面漁業協同組合、赤江地区自治会連合会
　　　　　　　　◆行政：国、県、市

　大淀川水系八重川は大淀川河口近く(0k200m)の右岸側に合流する直轄管理河川です。八重川の右岸部に
は宮崎県が管理する津屋原沼（通称：タンポリ）が接しています。八重川の管理延長は約２．４kmと短い区間
ですが、津屋原沼を含めた背後地には宮崎空港や病院、学校、商業施設、住居などが密集する市街地が形
成されています。
　しかしながら津屋原沼そして八重川の右岸の一部には堤防が整備されていない区間が存在しており、高潮
や津波が発生した場合、甚大な被害が発生する恐れがあります。
　平成２３年の東日本大震災では、大規模な津波によって多くの尊い人命が失われました。宮崎においても南
海トラフを震源とする巨大地震の発生が危惧されており、日向灘に近い津屋原沼周辺は大規模な津波が予想
されています。これらの災害に備え、被害を最小限にとどめるため、八重川と津屋原沼を結ぶ約１ｋｍの堤防
整備を進めることとしました。
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【津屋原沼津波・高潮対策事業】

【津屋原沼（タンポリ）堤防デザイン設計における構成】

住民ワークショップの様子

（住民２０名程度が４班にわかれ意

見交換・発表）

住民部会の様子

（堤防線形など模型・ＣＩＭで説明）

タンポリらしさ（環境・景観・利用・防災）を目指す計画について、専

門的な見地から助言を行う （H26～H27 ３回開催）

宮崎日日新聞社提供H25年2月14日

T.P.+1.15m 朔望平均満潮位

T.P.+2.58m 計画高潮位

堤防計画緒元
計画高潮堤防高

T.P.+5.00m

八重川津屋原沼整備検討会

地域の皆さんの意見等を踏まえ、

タンポリらしさを設計に反映させる

ための会議（国、県、市）

八重川津屋原沼

堤防整備ワーキング

関係住民の堤防築造による想いや

考え方を出し、地域の誇りとなるこ

とを目指す。

タンポリ堤防を一緒に

つくる住民部会

L1津波水位（施設計画上の津波高) 

堤防計画諸元
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完成イメージパース（協議により変わる場合があります）

【堤防断面形状】

捨石やブロック、木工沈床等を配置し、

ウナギなどの魚巣になる空間をもたせる

管理用通路

（舗装）水辺創生ゾーン

捨石の配置は「岩礁のような場所」や

「潮だまり」といった新しい環境要素

となるよう配置する。

緩やかな勾配の土堤

利用ゾーン テラス（５～１０ｍ）

階段（100mごとに）

家屋との離隔を確保し、

住民への圧迫感を緩和

上り下りしやすい勾配の土堤

水際の礫が単調にならないよう

捨て石を配置する。

管理用通路

（舗装）

利用ゾーン

水辺創生ゾーン

※イメージであり、実際と異なる場合があります。



【津屋原沼の歴史的変遷】

ﾅﾗﾋﾞｵｶﾐﾐｶﾞｲ（県RD：絶滅危惧IB類）

ﾊｸｾﾝｼｵﾏﾈｷ（RD：準絶滅危惧） コアマモ（県RD：準絶滅危惧）

沼口に広がる干潟（平成２６年６月１２日撮影）

津屋原沼（タンポリ）周辺の干潟・湿地に生息生育する希少な生物

平成２２年の状況

コアマモの生育状況（平成２６年６月１２日撮影）

津屋原沼

八重川

大淀川

八重川

津屋原沼

飛江田川

【八重川と津屋原沼の環境】

昭和22年 昭和37年 昭和50年 昭和61年
昭和１８年に日本軍が赤江

に飛行場をつくる際に土砂

採取のため浚渫して沼が形

成。

・人工的だった水際が、

干潟のような浅瀬がみら

れる。

・沼岸には松林が連続

する。

・津屋原沼の西岸に樹林帯

・マリーナ付近に桟橋が設置

津屋原沼

成魚

幼魚

アカメ（県RD：絶滅危惧Ⅱ類）

※アカメの幼魚は、コアマモの中で生息する。


